




1)母子相互作用の実験的研究 

 母親あるいは保育者と乳児の間の母子関係成立過程を種々の実験場面を設定して検討し

た。指標としては心拍・呼吸などの生理的反応も用いたが,とくに心拍数の変動は外見から

は十分に把握することが困難な乳児の心的な反応を知る上で有意義で鋭敏な指標とすると

考えられ,次の結果を得た。 

 ①乳児は出生直後の新生児期より人に注意を向け,人の声や顔に対して敏感に反応し,人

との相互交渉に積極的に参加していることが生理的指標からも立証された。 

 ②乳児は人に注意を向け,人との相互交渉を持続させるために,自己の内的興奮をコント

ロールするシステムとして「目そらし」行動を行っていることがわかった。 

 ③人との相互交渉をくりかえすことにより,乳児は特定の人に対し後追い的な追視が生

ずるようになり,アタッチメントの萌芽が生後 20 週ぐらいから現われることが生理的指標

からも認められた。 


